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１． 環境方針

１． 環境関連法規制を遵守します。

２．

３．

４．

５． 事業に使用する、資機材のグリーン購入に努めます。

６．

７．

２０１７年４月１日　制定

２０２０年１月２０日　改訂

２０２０年１０月１日　二訂

株式会社東日本クリーンアップ

代表取締役　　 前田　昭治

事業活動における消費電力を低減し、二酸化炭素排出量の削減をはかりま
す。

環　　　境　　　方　　　針

【　経　営　指　針　】

【　行　動　指　針　】

環境経営目標を設定し、定期的にその効果を評価し、必要に応じて見直しを
行うと共に継続的改善に取組みます。

株式会社東日本クリーンアップは廃棄物の収集運搬を通じて，お客様の
環境負荷軽減に貢献します。また，自らも環境負荷軽減に配慮した業務
活動を遂行します。これらの点について我々は社員一丸となり，一人ひと
りが問題意識を持ち積極的に行動することで，地域の，ひいては地球規
模の環境問題に貢献すべく継続的に努力をしていきます。

収集運搬車両のエコドライブを実践し、省エネと排気ガスの抑制に取り組み
ます。

環境方針を全社員に周知徹底すると共に、環境保全に関する意識や、知識
と認識の向上を図ります。

地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。
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２． 組織の概要 2022年9月1日現在

（１）会社情報

・名称 ：株式会社東日本クリーンアップ

・所在地 ：〒970-1144 福島県いわき市好間工業団地4-11

・代表者 ：代表取締役　　社長　　前田　　昭治

・設立 ：昭和46（1971）年4月1日

・連絡先 ：0246-85-0212（代表）

・ＦＡＸ番号 ：0246-85-0213

・e-mail ：eastjapanclean.2005@amail.plala.or.jp

（２）環境管理責任者 ：専務取締役　　前田　　貢一

（３）事業内容 ：　一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業

※積み替え保管施設はありません。

：　建築物清掃業

（４）事業規模

・資本金 ：1,000万円

・従業員 ：21名

・売上高 ：134百万円（2022年3月期）

・本社敷地面積 ：2,499㎡（うち事務所，作業場は658㎡）

・受託収集運搬量 ：一般廃棄物 1,884t　産業廃棄物 298t，443㎥

（５）車両

車種 保有台数

パッカー車 6台

ダンプカー 1台

2tトラック 1台

4tアームロール車 2台

クレーン付き4t車 1台

バン 1台

営業用乗用車 1台

合計 13台

３． 認証・登録の対象組織・活動
・登録組織名 ：株式会社　東日本クリーンアップ

・対象事業所 ：本社

・審査対象外事業所 ：アルプスアルパイン株式会社平工場・小名浜工場
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４． 許可の内容

（１）一般廃棄物収集運搬業許可の内容

いわき市 第17023号 令和3年9月6日 令和5年8月31日

双葉地方
広域市町
村圏組合

指令南衛
第1－1号

令和4年4月1日 令和6年3月31日

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

福島県 00709024886 令和1年10月14日 令和6年10月13日 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮城県 00400024886 平成30年9月13日 令和5年9月12日 無 ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

廃
石
綿
等

福島県 00709024886 令和4年8月5日 令和9年5月14日 無 ○
茨城県 00851024886 令和4年10月4日 令和9年8月9日 無 ○

　建築物清掃業許可の内容
許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

福島県 60清　第60号 平成30年2月26日 令和6年2月25日

廃棄物の種類

廃棄物の種類

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考
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５． 環境経営組織図及び役割・責任・権限表
（１）環境経営組織図

代表取締役　前田昭治
専務取締役　前田貢一（環境管理責任者）

局長　小林

部長　加藤 部長　渡辺 部長　小林

リーダー　鈴木

リーダー　川澄
※網掛け部は申請対象外

（２）各組織の役割と責任

・環境方針の策定

・環境経営システム全体の評価・見直し

・必要な経営資源（設備・人材等）の投入

・環境経営システムの確立・実施・推進

・環境目標及び活動計画を作成し、社長の承認を得る

・環境活動状況の報告

・環境管理責任者の補佐

・事務部門、業務部門、清掃部門間の横断連携

・環境活動実績の集計、評価

・事務担当内の環境目標への取組み

・マニフェスト、帳簿、実績報告の管理

・外部からの苦情、要望の受付窓口

・業務担当内の環境目標への取組み

・廃棄物収集運搬の実施

・収集運搬車の管理

業務部門
（収集運搬部・
清掃業務部）

役員室

環境事務局

清掃業務部 総務部

アルプスアルパイン
平工場

アルプスアルパイン
小名浜工場

収集運搬部

代表者

環境管理
責任者

環境事務局

事務部門
（総務部）
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６． 環境目標
環境方針を踏まえて、下記の4項目について環境目標を設定した。

なお、削減目標は2020年度をベースに毎年１％の削減で設定した。

2020年度
2021年度

（9月～8月）
2022年度

（9月～8月）
2023年度

（9月～8月）

基準年度 目標 目標 目標

165,119 163,451 161,783

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

28,432 28,145 27,857

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

7.17 7.24 7.31

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

4.65 4.69 4.74

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

73.3 72.5 71.8

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

594 588 582

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

３ グリーン購入の推進 - -

175 173 172

（　1％　） （　2％　） （　3％　）

５ 環境ボランティアへの参加 参加回数/年 10 10 10 10

※（　　）内の数値は基準年度に対する削減率及び増量率を示す。

※電力における二酸化炭素排出係数は0.521Kg-CO_2/kWhを用いた。

※LPG使用量について，基準年度は記録的暖冬のため，前々年との平均をとり，基準値とした。

※LPG使用量は1m^3＝2.07kgとして換算した。

※PRTR制度対象の化学物質の取扱はないので，目標は策定していない。

４ 水使用量の削減 ㎥/年 177

㎏ 600

4.60

1-4　ＬＰＧ使用量の削減 ㎏（換算） 74.0

一般廃棄物の削減

単位環境目標

1

環境に配慮した部品、設備、備品の
購入　　　（購買時都度検討）

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-ＣＯ2 166,787

1-1　電力使用量の削減 ｋＷｈ 28,719

1-2　ガソリン使用量の削減
（燃費の向上）

km/L 7.10

1-3　軽油使用量の削減
（燃費の向上）

km/L

２
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７． 環境目標の実績

基準期間 目標 実績 ％

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-ＣＯ2 166,787 163,451 150,969 108.3%

1-1　電力使用量の削減 kWh 28,719 28,145 25,413 110.7%

1-2　ガソリン使用量の削減 km/L 7.10 7.24 8.62 119.0%

1-3　軽油使用量の削減
　　　（燃費の向上）

km/L 4.60 4.69 4.77 101.7%

1-4　ＬＰＧ使用量の削減 ㎏（換算） 74.0 72.5 70.4 103.0%

２ 一般廃棄物の削減 ㎏ 600 588 585 100.5%

３ グリーン購入の推進

４ 水使用量の削減 ㎥ 177 173 170 102.0%

５ 環境ボランティアへの参加 回数 10 10 10 100.0%

※燃費の算出は単月の総走行距離/総使用燃料を計算し，12ヶ月分の単純平均をとった。

達成
率環境目標

1

単位

2020年
(2019年9月

～2020年8月）

2022年
（2021年9月～2022年8月）
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８．環境活動計画

担当部門

・空調温度管理の実施（冷房27℃　暖房22℃） 事務担当

・室内灯・構内灯のＯｎ・Ｏｆｆの徹底 収集運搬

・エアコン温度の適正管理 事務担当

・不要の照明の消灯 事務担当

構内担当

・エコドライブの実施（急発進・急ブレーキの禁止） 収集運搬

・アイドリングストップの励行 収集運搬

・タイヤ空気圧の適正値管理 収集運搬

・各車両の燃費の把握 収集運搬

収集運搬

・エコドライブの実施（急発進・急ブレーキの禁止） 収集運搬

・収集ルートの見直し 収集運搬

・アイドリングストップの励行 収集運搬

・タイヤ空気圧の適正値管理 収集運搬

・各車両の燃費の把握 収集運搬

・給湯作業のムダ撲滅 事務担当

・分別の徹底 事務担当

・食事ゴミの持ち帰り 各自

・再生紙の使用（ｺﾋﾟｰ用紙） 事務担当

・事務用品のエコマーク商品の調査 事務担当

・節水に努める 全社

・洗車方法の見直し（ホースの手元バブルの使用） 収集運搬

・計画的な洗車の実施

・地域貢献活動への参加 事務担当

・積込み時に騒音を立てない。（住居地域）

・取り忘れをしない

・搬入先の展開検査による指摘ゼロ

・交通事故及び交通違反ゼロ

・洗車をルール通り行う（悪臭防止）

収集運搬における環
境配慮

収集運搬

５
環境ボランティアへの

参加

水使用量の削減４

６

２ 一般廃棄物の削減

グリーン購入の推進３

具体的取組内容改善取組み事項

1-1　電力使用量の削
減

1-2　ガソリン使用量の
削減

1-3　軽油使用量（燃
費）の削減

１
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
の
削
減

1-4　ＬPＧ使用量の削
減
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９． 環境活動計画の取組結果とその評価及び次年度の取組

達成状況 110.7% ○

達成状況 119.0% ○

達成状況 101.7% ○

達成状況 103.0% ○ ・引続きムダの削減を進める。

達成状況 100.5% ○

数値目標なし

・購入リストに基づき実施できた

達成状況 102.0% ○

達成状況 100.0% ○ ・引き続き参加する。

１０．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当事業所に適用される環境関連法規違反はありません。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありません。

また、隣接する事業所及び近隣住民の方々からの苦情や訴訟もありませんでした。

収集運搬時における許可状況確認，産業廃棄物収集運搬マニフェストに
関する法律，状況報告書の提出

適用される事項

保守点検・清掃・記録の保管，および定期の水質検査

適用される法規制

廃掃法

浄化槽法

・収集時間帯（深夜）の見直しをする。

・車両管理の徹底をする。

・交通ルールを遵守する。

６
収集運搬における

環境配慮

・展開検査（搬入先）で指摘はなかった。

・交通事故及び交通違反はなかった。

・新たな目標を設定する。

２ 一般廃棄物の削減

1-3　軽油使用量の削減

・順調にゴミの減量には成功しているが，従業
員数に依存しているので新たな工夫を考えた
い。

３ グリーン購入の推進
・グリーン購入対象物品の順次
拡大をする。

・収集ルートの見直しによる距離
の効率化を図る。

1-4　ＬPＧ使用量の削減

・引き続き，分別を徹底する。

・エコドライブを徹底する

５ 環境ボランティアへの参加
・予定通り参加できた。

４ 水使用量の削減 ・トータルでは目標達成となったが，節水も使用
量の削減という意味では限界に来ている。

次年度の取組内容

１
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
の
削
減

1-1　電力使用量の削減

・空調設定（夏季：27℃・冬季：23℃）。

・冬場のエアコン使用を控える。

1-2　ガソリン使用量の削減

・エコドライブを徹底する

・空気圧の定期点検の実施。

・冬場のエアコン使用を控え，石油ストーブ
を導入したことで，電力量の削減に成功し
た。

・はじめの目標が緩かったこともあり，数字
は良好だが，これに油断することなく，燃
費の数値を向上させることに努める。

・パッカー車が主であることから，ムダに回
転盤を回すことを減らすなどしてさらなる燃
費の向上に努める。

・夏場の給湯器稼働減の努力もあり，なんとか目標
を達成したが，秋から冬にかけて未達の時期があっ
たのでさらなる使用減に努めたい。

環境目標 取組結果の評価

・設備の稼働計画を適切にする。
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１１． 代表者による総括
実施日：2022年9月7日

（１） 環境目標・環境活動計画の見直しについて
新たな3年間中期目標を設定した。
・新たな指標での目標も順調に達成しており，軌道に乗ったことは評価する。

（２） 環境目標・環境活動計画の達成状況について
次の点について改善を指示した。
給湯器の稼働（LPG使用削減）や水使用量の削減は，数値目標について限界に
近づいているので，新中期目標では新たな目標を掲げ，新たな数値目標を検討
するようにしてほしい。

（３） レポート取りまとめの遅れについて
今年度はマニュアル通りに取りまとめができたことは評価する。

（４） 取組状況の評価について
　１）環境関連法規制などの遵守状況は問題ない。

（５） 全体総括
レポートの取りまとめと審査の遅れを挽回するよう，社内で一致協力すること。
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